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飯
山
市
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
利
用
料
が
無
料
に

　

こ
れ
ま
で
飯
山
市
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
（
雁
木
ぷ
ら
ざ

内
）
を
利
用
す
る
と
、
原
則
１
日

１
０
０
円
の
利
用
料
を
い
た
だ
い

て
い
ま
し
た
が
、
４
月
１
日
か
ら

無
料
に
な
り
ま
す
。

　

飯
山
市
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
飯
山
市
在
住
の
障
が
い

が
あ
る
方
々
が
、
地
域
で
自
立
し

た
日
常
生
活
、
社
会
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
、
ヨ
ガ
教
室
や
カ
ラ
オ

ケ
教
室
な
ど
の
余
暇
支
援
や
絵
手

紙
制
作
や
製
品
作
り
な
ど
の
創

作
活
動
の
支
援
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
興

味
の
あ
る
方
や
利
用
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
保
健
福
祉
課 
障
が
い
福
祉
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
９

　
　
　
　
　
　
　
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー　

  

☎
62
１
３
１
２

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
に
対
す
る

緊
急
通
報
装
置
の
貸
与
に
つ
い
て

　

高
齢
者
の
方
に
は
、
こ
れ
ま
で

高
齢
者
見
守
り
支
援
シ
ス
テ
ム
を

整
備
し
て
き
ま
し
た
が
、
４
月
１

日
よ
り
、
身
体
障
害
２
級
以
上
の

方
の
み
の
世
帯
ま
た
は
こ
れ
に
準

ず
る
世
帯
の
方
で
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
に
対
し
て
も
、
同
様
に

緊
急
通
報
装
置
を
貸
与
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
貸
与

に
か
か
る
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

貸
与
を
希
望
さ
れ
、
要
件
を
満

た
す
方
は
、
お
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
保
健
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
９

全
国
か
ら
多
く
の
応
援
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す

　

平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
。
飯
山

市
で
も
、「
悠
久
の
ふ
る
さ
と
飯

山
応
援
金
」
制
度
を
設
置
し
、
寄

付
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
紹
介
等
に
よ
り
平
成
22

年
度
は
全
国
か
ら
49
件
、
合
計

７
０
０
万
５
０
０
０
円
の
応
援
金

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
応
援
金
は
、
大

切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
年
度
も
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら

応
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
市
外

に
お
住
ま
い
の
お
知
り
合
い
の
皆

さ
ん
な
ど
に
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ

い
。

応
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
へ
の
特
典

　

応
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
に
は
、
広
報
飯
山
、
高
橋

ま
ゆ
み
人
形
館
無
料
入
館
券
、
飯

山
市
美
術
館
・
ふ
る
さ
と
館
無
料

入
館
券
、
湯
滝
温
泉
利
用
券
、
市

民
リ
フ
ト
券
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
ま
た
、
10
万
円
以
上
の
寄
付
を

い
た
だ
い
た
方
に
は
、飯
山
市
の
特

産
品
を
お
送
り
す
る
ほ
か
、
北
陸

新
幹
線
飯
山
駅
開
業
記
念
と
し

　ふるさと応援のための寄付をした
時に、住民税等が控除される制度。
個人が５000円を超える寄付を行っ
た際に、個人住民税のおおむね1割
を限度として、一定の控除を受ける
ことができる。

て
関
連
施
設
へ
名
前
の
刻
印
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ふるさと納税制度

悠
久
の
ふ
る
さ
と
飯
山
に
応
援
を

ふ
る
さ
と
納
税
「
悠
久
の
ふ
る
さ
と
飯
山
応
援
金
」
募
集
し
ま
す

応援金は、次の事業に活用させていただきます

地
震
の
備
え
は
万
全
で
す
か

既
存
木
造
住
宅
の
住
宅
耐
震
診
断
希
望
者
募
集

【
お
問
い
合
わ
せ
】
い
い
や
ま
住
ん
で
み
ま
せ
ん
課 

住
宅
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
５
２

　

市
で
は
、
地
震
に
対
す
る
住
宅

の
安
全
性
に
関
す
る
意
識
の
啓
発

を
図
る
た
め
、
住
宅
の
耐
震
診
断

を
希
望
さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま

す
。

　

診
断
方
法
は
、「
簡
易
検
査
」

と
「
精
密
検
査
」
が
あ
り
、
い
ず

れ
も
無
料
で
す
。
耐
震
診
断
の
対

象
と
な
る
住
宅
は
、
既
存
木
造
住

宅
で
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

も
の
で
す
。

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

　
着
工
さ
れ
た
住
宅

②
木
造
在
来
工
法
の
住
宅

③
長
屋
お
よ
び
共
同
住
宅
以
外

　
の
個
人
所
有
の
住
宅

　

市
で
は
、
自
ら
考
え
行
う
事
業

に
対
し
、「
輝
く
地
域
づ
く
り
支

援
金
」
を
交
付
し
、
ふ
る
さ
と
を

次
世
代
に
つ
な
ぐ
活
動
を
支
援
し

ま
す
。

【
交
付
対
象
団
体
】

◇
集
落
ま
た
は
地
区
区
長
会

◇
公
共
的
団
体
等
（
市
内
に
事

務
所
等
を
有
し
、
公
共
的
活
動
ま

た
は
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
活

動
を
営
む
団
体
）

【
交
付
対
象
事
業
】

　
対
象
団
体
が
ふ
る
さ
と
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
地
域
住
民
と
と
も

に
自
ら
考
え
自
ら
行
う
事
業
の
う

ち
、
次
に
掲
げ
る
事
業
。

①
地
域
協
働
推
進
に
関
す
る
事
業

②
文
化
の
振
興
に
関
す
る
事
業

③
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
に

　
関
す
る
事
業
（
防
災
、
防
犯
、

　
交
通
安
全
対
策
等
）

④
環
境
保
全
、
景
観
形
成
に
関
す

　
る
事
業

⑤
そ
の
他
、
元
気
を
生
み
出
す
地

　
域
づ
く
り
に
役
立
つ
事
業

【
交
付
対
象
と
な
ら
な
い
経
費
】

①
団
体
・
施
設
運
営
費
や
人
件
費

②
用
地
取
得
ま
た
は
賃
借
に
要
す

　
る
経
費
お
よ
び
補
償
費

③
調
査
研
究
お
よ
び
計
画
作
成
に

　
か
か
る
委
託
費

④
食
糧
費

【
交
付
額
】

◇
ソ
フ
ト
事
業

　
…
事
業
費
の
10
分
の
７
以
内

◇
ハ
ー
ド
事
業

　
…
事
業
費
の
10
分
の
７
以
内

※
い
ず
れ
も
支
援
金
の
限
度
額
は

50
万
円
と
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　

所
定
の
書
式
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
企
画
財
政
課
企
画
調

整
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
募
集
締
切
】  

５
月
20
日
㈮

集
落
・
公
共
的
団
体
が
行
う
地
域
の
活
力
を
生
み
出
す
活
動
を
支
援

「
輝
く
地
域
づ
く
り
支
援
金
」
募
集
開
始

【
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
】
企
画
財
政
課 

企
画
調
整
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
９
１

【
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
】
企
画
財
政
課 

情
報
管
理
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
９
４

【
お
問
い
合
わ
せ
】
保
健
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
９

タ
ク
シ
ー
券
の
様
式
、
利
用
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

　

市
で
は
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
１
枚
５
０
０
円

分
の
タ
ク
シ
ー
券
を
対
象
者
の
居

住
地
区
に
応
じ
た
枚
数
を
交
付
し

ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
１
回
乗
車
当
た

り
の
使
用
枚
数
が
、
地
区
に
よ
り

別
に
定
め
ら
れ
、
利
用
で
き
る
タ

ク
シ
ー
会
社
も
今
ま
で
の
市
内
４

社
に
加
え
、「（
有
）
ゆ
り
か
ご
」

お
よ
び
中
野
市
、
木
島
平
村
、
野

沢
温
泉
村
の
一
部
タ
ク
シ
ー
会
社

も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
詳
し
く
は
保
健
福
祉
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地　区 １月当たり
交付枚数

年間交付
枚数

1回乗車当
たり使用
限度枚数

飯山地区（西山・分道・斑尾を除く） 2 24以内 2
飯山地区（西山）、秋津、木島、
柳原（大川・涌井・堰口・大平を除
く）、外様、常盤

3 36以内 4

飯山地区（分道・斑尾）、瑞穂、
柳原（大川・涌井・堰口・大平）、
富倉、太田、岡山

4 48以内 6

タクシー乗車券の地区別交付枚数
および一回乗車当たり使用限度枚数表

【新 幹 線】
　平成26年度に、北陸新幹線飯山駅が開
業します。皆さまから愛される駅舎づくり、
新幹線駅と連動したまちづくりを行います。
（新幹線飯山駅都市施設整備事業　100万円）

【文化･歴史】
　上杉謙信築城の飯山城址や恵端禅師旧跡
正受庵をはじめとする寺町飯山。各集落に
伝わる奥信濃の伝統文化を守る活動を支援
します。

（飯山城址整備事業　200万円）

【自然･景観】
　「ふるさとの原風景」といわれる飯山の里
山や田園を守り、グリーンツーリズム・森林
セラピー事業を行います。

（花修景事業　90万円）

【教　育】
　飯山らしい教育を通して、世界にはばた
く子どもたちを育てます。
【福　祉】
　誰もが安心して暮らし続けられる地域づ
くりを進めます。
（いいやまらしい教育推進事業　２００万円）

北陸新幹線飯山駅イメージ図

　

市
と
市
景
観
形
成
推
進
協
議

会
で
は
、
公
共
用
地
な
ど
に
花
壇

づ
く
り
を
行
う
グ
ル
ー
プ
を
次
の

と
お
り
支
援
し
ま
す
。（
次
の
内

ど
ち
ら
か
１
つ
の
み
申
し
込
み
）

①
花
と
緑
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り

　
事
業
（
花
苗
の
配
付
）

・
対
象
者
…
区
有
地
や
沿
道
等
に

花
壇
づ
く
り
を
行
う
団
体
（
区
、

活
性
化
グ
ル
ー
プ
、
有
志
な
ど
）

・
配
付
花
苗
…
多
年
草
（
３
〜
４
種
類
）

・
配
付
数
…
１
団
体 

80
株
程
度

・
配
付
予
定
日
…
５
月
28
日
㈯

・
申
込
期
限
…
５
月
６
日
㈮

②
花
修
景
活
動
地
域
支
援
事
業

　
（
花
壇
づ
く
り
費
用
の
補
助
）

・
対
象
者
…
①
と
同
じ

・
補
助
額
…
対
象
経
費
の
２
分
の

１
以
内
（
２
万
円
限
度
）

・
対
象
経
費
…
花
苗
、
肥
料
用
土
、

農
薬
代
（
用
具
・
鉢
代
・
人
件
費
・

機
械
代
等
は
対
象
外
）

・
申
込
期
限
…
５
月
20
日
㈮

申
込
方
法

　
い
ず
れ
も
、
お
申
し
込
み
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
申
請
書
の
提

出
が
必
要
で
す
の
で
、
市
役
所
ま

ち
づ
く
り
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

地
域
の
花
づ
く
り
活
動
を
お
手
伝
い

花
苗
の
配
付
、
花
壇
づ
く
り
費
用
補
助
の
ご
案
内

【
お
問
い
合
わ
せ
】
ま
ち
づ
く
り
課 

ま
ち
並
整
備
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
４
４・２
４
５

　

診
断
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
４

月
30
日
ま
で
に
「
い
い
や
ま
住
ん

で
み
ま
せ
ん
課
」
ま
で
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。
後
日
案
内
書
お
よ

び
申
込
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
。

（
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。）


